
除鉄・除マンガン装置

FFSシリーズ

特長

1. 約35％の大幅な設備コストダウンを実現
FFSは一筒式であるため、従来の接触酸化二筒式と比較して約35％の設備コストダウン（当
社比）につながります。

2. 洗浄水量を約72％削減
従来の接触酸化二筒式に比べ、洗浄工程時の水使用量が約72％削減（当社比）でき、大きな節
水につながります。

3. 設置面積を1/2以下に縮小
接触酸化二筒式に比べ、設置面積で約60％縮小できます。また従来の酸化凝集一筒式と比較
しても、約1.7倍のろ過速度がとれる（当社比）のでろ過装置のコンパクト化が実現できます。
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アクアスフェロー FFSシリーズは、水中の鉄・マンガンの除去効果が高い特殊セラミック
ろ材を用いた一筒式除鉄・除マンガン装置です。従来は除鉄筒・除マンガン筒の二筒が必要

でしたが、アクアスは、一筒で使用目的に合った水質まで処理することを可能にしました。

二筒式に比べ、設備コスト35％ダウン！ 
　二筒式に比べ、洗浄水量72％ダウン！

　　一筒式に比べ、設置面積60％ダウン！

塩素酸化一筒式だから・・・

＜いずれも当社比＞



2303簡フェロー FFS（Ver.1.6）

仕様

型式

  

項目
最大処理 
水量

（m3/h）

逆洗 
水量

（m3/h）

洗浄水量 主配 
管径
（A）

ろ過筒
内径×直胴部
（mm）

据付スペース
（W×D×H）
（mm）

ろ材
量
（L）

運転質
量
（L）

電源
動力
（kW）逆洗水量

（m3/h）
水洗水量
（m3/h）

FFSｰ    5 5 6.25 1.0 0.8 40   600×1800 2400×2200×2450 300 2

AC200V
3相

50Hz/60Hz

1.2
FFSｰ  10 10 12.5 2.1 1.7 50   800×1800 2600×2300×2700 570 3 1.9
FFSｰ  20 20 25 4.2 3.3 65 1150×1800 2800×2600×2900 1140 7 2.6
FFSｰ  30 30 37.5 6.3 5.0 80 1400×1800 3000×2800×3000 1710 9.3 4.1
FFSｰ  40 40 50 8.3 6.7 100 1600×1800 3800×3100×3200 2220 13 4.1
FFSｰ  50 50 62.5 10.4 8.3 100 1800×1800 4000×3300×3300 2820 17 5.9
FFSｰ  60 60 75 12.5 10.0 125 2000×1800 4200×3800×3500 3480 20 7.9
FFSｰ  80 80 100 16.7 13.3 125 2300×1800 4400×4000×3600 4590 25 7.9/11.4
FFSｰ100 100 125 20.8 16.7 150 2500×1800 5000×4500×3800 5400 31 11.4
FFSｰ120 120 150 25.0 20.0 150 2800×1800 5200×4800×3900 6780 34 15.4

設置面積の比較と洗浄水使用量の比較

個別設計が必要な場合

次のような井水水質の場合には、標準方式に個別設計
をプラスした処理方式をご提案いたします。

● 砂、異物などが混入する場合
● メタンガス、アンモニア、硫化水素などが溶存する
場合

● シリカが高濃度で存在する場合
● 鉄分を多量に含有する場合
● pHが低い場合やマンガンを多量に含有する場合
● 水温が非常に低い場合

塩素酸化一筒式FFS-30型（本装置）
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逆洗ポンプ

計装用
コンプレッサ

除鉄・除マンガン筒
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3300
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接触酸化ニ筒式FF-30型（当社従来型装置）

薬注装置

薬注装置

逆洗ポンプ

計装用コンプレッサ

酸化用
コンプレッサ

除マンガン筒

除鉄筒

2700

二筒式処理と比較して一筒式処理は設置面積が約60％縮小します二筒式処理と比較して一筒式処理は設置面積が約60％縮小します

　※●配管・弁類は省略しています。●処理量30m3/hでの設置面積比です。
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